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■本日の例会
卓話「県民球団･群馬ダイヤモンドペガサス」
　　　　　　　　　　　　　　　糸井丈之 球団代表
■次回例会予定 3月4日(火)会長の日(ロータリーの
　　 友記事紹介)3月の誕生会(会員、会員夫人合同)

■ロータリー財団寄付　水上　勝之君

■ポールハリスフェロー

　 証明書授与　

　　　　　飯嶋　藤平君

■卓話　哲学堂について

　NPO群馬代表

　財団法人高崎哲学堂

 常務理事　熊倉　浩靖様

　年の瀬にＴＢＳから東京大空襲に関して哲学堂を撮影

したいという依頼がありました。戦中レーモンドさんが米

軍の要請で日本民家データを提供し、その模型を使っ

て大空襲の実験が行われたからだろうと思いましたが、

レーモンドさんと東京大空襲の関係には大切な後日談

があり、その話は群響の誕生や群馬音楽センターの建

設に繋がっていきます。ほとんど知られていないことなの

で、今日の機会にそのことを話したいと思います。

　知られているように、レーモンドさんは、帝国ホテル建

設の際ライトに請われて来日し、その後日本に活動の場

を求めますが、第二次戦勃発後アメリカに帰り(レーモン

ドさんはチェコ生まれですがアメリカに帰化)先ほどのよ

うな形で戦争に関わります。このことは、レーモンドさんに

とって辛い体験でした。自伝からもその痛々しさが伝わっ

てきます。

　しかしレーモンドさんは、仕方なかったことと諦めてしまう

人ではありませんでした。戦後日本に帰って最初に依頼

されたリーダースダイジェスト社の竣工にあたって、レーモ

ンドさんは陶芸展を開きます。レーモンドさんはなぜ陶芸

展を開いたのでしょうか。日本人は、決して欧米人が思い

込んでいるような好戦的な民族ではなく、平和と芸術を愛

し、それを形にして日々の生活に生かして暮らす民族で

あることをＧＨＱ周辺の欧米人に知らせるとともに、生活の

糧のない陶工たちに少しでもお金や評価を与えたいと思

ったからです。japanは漆器のことでもありますが、磁器を

表わすchinaに対して陶器もまたjapanであることを伝えた

かったのかもしれません。そこには謝罪の気持ちもあった

かもしれませんが、それ以上に日本人は新しい平和と民

主主義の世界を共有できる民族であることを、世界の人だ

けでなく、日本人自身に自覚させたかったのだと思います。

　同じ思いを抱いていたのが井上房一郎さんでした。群響

が同じ精神で立ち上げられています。

　そのことは井上さん自身が度

々語られていますが、その井上

さんにとって陶芸展でのレーモ

ンドさんとの出会いは衝撃でした。

　生前井上さんは「陶芸展を見て、レーモンドさんは自分と

全く同じ考えを持っていることが分かった。だから、ぼくは

音楽センターをレーモンドさんにお願いした」と度々私に

語られました。昭和の初めからの気のあった友情の確認と

思っていたのですが、そこには本当に深い魂の響き合い

　　　　　　　　　　　　　　　　があったのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　そう考えると、群馬音楽センター

　　　　　　　　　　　　　　　　といま哲学堂となっている井上さ

　　　　　　　　　　　　　　　　んのお宅の持つ意味はますます

　　　　　　　　　　　　　　　　深いものになります。高崎哲学堂

については、レーモンドさんの自宅の写しと言う解釈では

すまないものがあります。

レーモンドさんの建築設計、奥様のノエミさんのインテリア･

デザイン、井上さんによる作庭という、３人のクリエーターの

作品が高崎と東京にあったというだけでもありません。

そこには戦後改革の魂が息づいているのです。

です。楽しい時間は瞬く間に

すぎてしまいお開きの挨拶は

わがセントラルクラブ副会長

酒井君が高崎まつり流に３本

〆で元気にしめました。最後

はロータリー恒例の手にてつ

ないでの大合唱でお開きとな

りました。南クラブの皆様大変お世話様になり有難うござ

いました。

2月5日(火)高崎セントラルロータリークラブ例会報告
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会　員　総　数
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出席報告
(２月５日)

35
32
25

78.13

ロータリーを磨こう、
　　　 そして一歩向上しよう!

■３月の例会予定
３月11日(火)卓話
　　18日(火)クラブ奉仕「茶道」例会
　　25日(火)社会奉仕「植樹」例会

セントラル副酒井君が

高崎まつり流に3本〆

▲長谷川南幹事の例会進行

▲米山親睦委員長のもと親睦会

▲話が弾む３メンバー

▲ロータリー恒例の手にてつないでを大合唱

▲最終モデルの音楽センター

▲旧井上房一郎邸モデル現:高崎哲学堂

▲

ニコニコＢＯＸ

 遠藤　　潤 君　すみません。早退します。

 関口　朋克君　早退します。申し訳ございません。

 中森　隆利君　バレンタインデー誕生日です。

 鈴木　克男君　奥様の誕生日です。

 大嶋　秀男君　今年も全日本実業団女子バスケットボー

　　　　　　　　　　ルファイナル第2戦が前橋アリーナであり

　　　　　　　　　　ます。宜しくお願いします。

 橋爪　良真君　寒紅梅の記事が読売新聞に本日載りまし

　　　　　　　　　　た。

 森本　　淳 君　家内の誕生日です。4歳違いですので、

　　　　　　　　　　50歳半ばとなります。

■２月の誕生日　鈴木克男君・中森隆利君・栗原信幸君

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2月12日(火)は南ロータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リー・クラブとの新年合同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親睦例会を南クラブ担当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもとメトロポリタン高崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で開催されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　田島南クラブ会長の挨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶、我が三井田会長挨

拶のあと永崎南クラブ会

長エレクトの乾杯の発声

で賑やかな親睦会がス

タートしました。アトラクシ

ョンには南クラブメンバー

である高井君が中心とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っているバンド・グリーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファームメタボの演奏で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会場が盛り上がりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普段はあまり交流の無い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人たちも、一杯はいると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 忽ちうちとけ楽しい話で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 それぞれ親睦を深めた様

2月12日(火)南RC合同新年会例会報告


